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X線分光撮像衛星XRISMに搭載している軟X線撮像装置Xtendは、X線望遠鏡 (XMA)と 4枚の裏面照射型
CCDを 2× 2のタイル状に並べたX線CCDカメラ (SXI)から構成される。Xtendは、38.5分角四方というX線
天文衛星の中で過去最大の広視野を有することから、望遠鏡の光軸から最大 34′離れた領域まで観測可能であり、
例えば直径∼ 30′の SN1006のような拡がった天体を視野に収めることができる。ただし、有効面積は XMAの
光軸から離れるほど小さくなるため、その有効面積が広い視野の中でどの程度の精度で求められているかという
キャリブレーションの精度は、視野内に拡がる超新星残骸や銀河団、また視野のどこに入るか分からない突発天体
といった天体の明るさなどの物理量の測定精度に直結する。そこで本研究では on-axisに比べ、これまで十分に調
べられていない off-axisの有効面積を評価するために、銀河団Abell 2029の on-axis上にあるCCD素子 (CCD2)
と、off-axis上の CCD素子 (CCD2,3)で取得した 4観測分のデータを用いて、それらのフラックスを比較した。
その結果、0.4-10.0 keVの帯域における off-axis上でのフラックスは、on-axis上でのフラックスから 5%の範囲で
一致していることがわかった。本発表ではこの有効面積の評価について、その手法と結果の詳細を報告する。


